
18,除 草済古の能率的散布法 (多田ホース利用による)

1 背 景 と特徴

除草剤の散布は現在散粒機 (入 力用 )で の散布が主】こであるが、より有を率的な散布法 と【′

て多ロホース(パ イプダスター )の利用法について検討とこころみた。

その結果実用に供しうる性能が認められたので相準の参考に供したい。

2 技 術内をド

11)パ イプダスター利用によって 10o当 りの性布時間は、 1分 前後で散粒機に比積して 1

/10程 度の高能率である。

12)日 本植物調節研究協会の実用的とヒ準散布持度 (散 布ムラ )は、変勧抹放で 35%以 内と

されていろが、供試機はいずれも募準内におきまり安用上問題がなかった。

(31 投下英量はオペレーターの熟練度に左右されるので、日票散布を正確に散布する必要が

ある。

3 普 及上の留者点

tユ)現 在市張されている除草剤散布用多 Bホ
ースの長さは 20れ 、 30れ の 2極 類で、これ

を従来の故布用の多臼ホースのように縮めて使用することは、散lj Aラが多 くなるのでさ

けること。

t2)風 の強い時は散布ムラが大きくなるため使用はさけること。子奈平均風度は 3～ 4舟 /

砂が限界である。

(3)多 田ホー八散布用の除革剤は粒径、社長がある範囲で揃えられ除車網が類利され、こつ

京別に従って散布歳の散布詰元が定められているので、諸元に基づいて使用すこ,じ

O 除 草部の類洲

▼t列 粒子R(腕 ゝ 粒住 (解″)
（
ふ 草 ，ヽ【沖 転

3.ふ ″ヽ 1.O 世号;i鮮ilキ
サタ~ンは
!!」:f」_!ど」上_J

TI 1 . 0～ 1 . 5 0 7 ～ 1 _ 0 マ メ ツト( モ リ本
一 卜S ) 、 マ メ ノトs M ( モ リネー トS M ) |

征 1 . 5～ 2 . 5 07～ 1.0

サ タン S ( 8 - 3 0 1 5 S ) 、 エ ノクス ゴーニ ( X 5 2 )

マ ーシエ ノト ( プ タクロェル ) 、 グラス シン D ( 2 , 4 -

P A 、 B A S ) 、 グラスシンM ( M C P 、 B A S ) 、

スェ ノプ ( M C C 、 M C P )

―
d 一



0 作 半薄舷と毎分け|を1北

3 4

3 . 2

3 . 0

カ。, 1

4 . じ

2 . ネ

2 , 2

材. 0

1 , S

l . 6

1 ヤ

1 . 協

上. 0

―

，

― ″え丸ガ岸ふヵ帥
毎

分

吐
出

挙

貯
／

分

1 ~`~じ
″ジだ
=どこ

0.31ヤ  0.35  0.40  o,も 5  0.50 0, 55  0`61

fT業速度 'れ/秒

く歩行述茂 )

技勢成月十のR ttf的アータ

ti, 試雅力浅

● 試 敬場ヌす十  場 内は坊 1区 ちけo(27″ Xユ 08)火 山灰土壌

(')供 試枝私および除車押略

P 共 立 DM-9(付 帯式 )iCNP-18(I疑 )、 8-3015S(

ど | と l i l M i D ! - 1 みD ( 衝 毎 式 ) i C G 一 ] _ 0 2 ( I ル )

1 2 】千i f l i l キ典

く」,  iiギ十Ⅲlどi有ま声為|;!i

o 牌 Ⅲ路の気4た条件

▲‐―一イ●号舟″ホース2に7/1o c秩 為j

抑 打ホース3京夕/10o散 布

Aメ
'

ィ名 ―一 争も 2 0秘 十 一 ス 2玉 夕/ 1 0 o散 布

/″

々

田類 ) 3 0 初 ホ
)
ース僚用

y モ=る.とx

y五 3.じ Y//′

/ ″  y  r i ヨ. 、いx

[     !     |     :     !

― ,一



百 作 業条件および作業締度、能率

穀草調査(7月 8日 )(全 登生ワラすきこみ水田)
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